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2023年度藤原賞の受賞者決まる  

 

受賞者 ：  高薮  縁  （東京大学大気海洋研究所）  

業  績 ：  熱帯・中緯度域の雲降水システムの大規模な組

織化に関する先駆的研究ならびに衛星気象学・

気候学の発展への貢献  

選定理由 ：  

地球の熱源とも言える熱帯域の雲降水システムは，

赤道波や渦擾乱などの大規模大気擾乱，エルニーニョ

等のより長い時間規模の気候系の変動など，多様な時

空間スケールにおいて互いに大きく影響を及ぼし合い

つつ，潜熱・顕熱・運動量の輸送や放射過程を通じて

大気の平均的な温度構造や大気大循環の形成に深く関

わっている．高薮縁氏は博士論文の研究において，一

見乱雑に見える熱帯域の対流活動も，非断熱加熱の等

価深度に着目して整理することで，松野太郎氏が浅水

波の理論から導いた赤道波の分散関係と整合的な解釈

が得られることを観測データから世界で初めて示し，

1998 年に日本気象学会賞を受賞した．  

その後，高薮氏はマッデン =ジュリアン振動によっ

て強いエルニーニョが急速に終息し得ることを示す

（Takayabu et  al .  1999）など，熱帯の波動擾乱が絡む大

気海洋相互作用に関する研究に取り組む一方，引き続

き熱帯の対流活動に伴う降水特性に関する観測的研究

を展開した (Takayabu and Kikuchi  2004 )．特に，対流に

よるサブグリッドスケールの効果を見積もるために柳

井迪雄氏が定式化した Q1, Q2 について，衛星観測デー

タから推定する手法を重尚一氏 （京都大学 ）らととも

に開発し (Shige et  al .  2007, 2008,  2009 )，熱帯気象の観

測的研究に革新的な変化をもたらした．  

さらに高薮氏は，熱帯降雨観測衛星 （ TRMM）や全球

降水観測計画 （ GPM）に基づく高解像度の衛星降水プ

ロダクト作成に取り組む一方 (Takayabu et  al .  2010; 
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Hamada and Takayabu 2016)，数値気候モデルにおける

熱帯降水分布の再現性評価 （Hirota  et  al .  2011）や高解

像度全球大気モデルにおける熱帯の深い積雲対流によ

る運動量輸送に関する研究 （Miyakawa et  al .  2012）も展

開した．また，熱帯・亜熱帯の極端降水の多くが著し

く発達した対流性降水系によるものではないという傾

向も見出した （Hamada et  al .  2015）．そして，近年は中

緯度域の降水にも研究対象を拡げ，西日本に広域豪雨

を も た ら す 降 水 系 と そ の 背 景 要 因 の 分 類 を 行 う

（ Shibuya et  al .  2021）とともに，夏季日本域の集中豪雨

における「大気の川」の役割や対流圏中層の水蒸気流

入の重要性を指摘した (Hirota et  al .  2016; Tsuji  et  al .  

2021)．なお，高薮氏は熱帯擾乱・対流活動に関する顕

著な研究業績により，日本気象学会賞や猿橋賞 （ 2007）

を受賞したほか，米国気象学会フェローの称号 （ 2021）

や文部科学大臣表彰科学技術賞 （ 2023）が授与されて

いる．  

高薮氏は東京大学の教員として数多くの若手研究

者・専門家を育成したほか，日本学術会議や日本気象

学会などで各種委員会委員を務め，気象学および衛星

観測の発展に貢献した．特に，日本学術会議地球惑星

科学委員会地球観測衛星将来構想小委員会の委員長と

して，我が国の地球衛星観測のあり方や統合的戦略立

案の必要性に関する提言や見解案の作成を数年にわた

り主導している．加えて，宇宙航空研究開発機構

（ JAXA）の TRMM 及び GPM のプロジェクトサイエン

ティストとして降雨観測衛星ミッションの推進にも長

年貢献している．  

以上のように，高薮縁氏は熱帯・中緯度の雲降水シ

ステムに関して国際的にも高く評価される先駆的研究

を行うとともに，衛星気象学・気候学の発展に多大な

貢献をなしてきたことから，同氏に 2023 年度日本気象

学会藤原賞を贈呈するものである．  
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